
行
き
の
医
療
・
介
護
の“
飢
餓
”状
態

を
避
け「
東
京
圏
か
ら
地
方
移
住
を
」

と
、日
本
創
成
会
議
の
提
言
は
ま
た
も
衝
撃
的

で
あ
る
。た
だ
し
、今
回
の
分
析
と
対
策
は
誤

読
・
誤
解
の
怖
れ
が
つ
き
ま
と
う
。

巨
大
な
需
給
ギ
ャ
ッ
プ

　

同
会
議（
座
長
、増
田
寬
也
・
元
総
務
相
）は
、

先
に
出
産
年
齢
の
女
性
人
口
を
照
準
に「
消
滅

可
能
性
都
市
」を
推
定
し
た
。今
回
は
首
都
圏

に
狙
い
を
定
め
、「
東
京
圏
高
齢
化
危
機
回
避

戦
略
」を
提
案
し
た
。

　

確
か
に
超
高
齢
化
は
大
都
市
圏
を
直
撃
す

る
。と
り
わ
け
東
京
圏
で
は
75
歳
以
上
人
口
が

2
0
1
5
年
の
3
9
7
万
人
か
ら
25
年
に
は

5
7
2
万
人
へ
1
7
5
万
人
も
増
え
る
｡
埼

玉（
54
％
増
）、千
葉（
51
％
増
）、神
奈
川（
46
％

増
）の
順
で
東
京（
34
％
増
）は
や
や
低
い（
都

区
部
32
％
増
、都
下
の
市
町
村
40
％
増
）〔
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
2
0
1
3
年

推
計
〕。

　

同
会
議
の
分
析
で
は
、後
期
高
齢
者
数
の
推

移
と「
入
院
需
要
」は
ほ
ぼ
連
動
し
、25
年
ま
で

に
全
国
平
均
14
％
増
と
比
べ
東
京
圏
で
は
埼

玉
25
％
増
～
東
京
20
％
増
と
軒
並
み
跳
ね
上

が
る
。「
外
来
需
要
」は
、若
年
・
中
年
層
の
減
少

に
伴
い
25
年
ま
で
は
全
国
1
・
4
％
の
伸
び
に

止
ま
り
、東
京
圏
で
は
3
～
7
％
と
見
込
む
。

　
「
介
護
需
要
」は
同
期
間
で
全
国
平
均
32
％

増
の
見
込
み
だ
が
、東
京
圏
は
格
段
に
高
い
。

埼
玉
52
％
、千
葉
50
％
、神
奈
川
48
％
の
急
増

と
推
定
さ
れ
る
。若
者
流
入
・
高
齢
者
流
失
傾

向
の
東
京
は
38
％
増
で
や
や
低
い（
都
下
43
％

増
、都
区
部
35
％
増
）。

移
住
の
適
地
は
ど
こ
か

　

東
京
圏
の
医
療
需
要
の
特
徴
は
、周
辺
3
県

の
患
者
が
県
境
を
越
え
東
京
都
区
部
の
急
性

期
病
院
に
か
な
り
頼
っ
て
い
る
こ
と
。

　

療
養
病
床
で
は
逆
に
東
京
都
区
部
の
患
者

の
一
定
割
合
を
都
下
と
周
辺
3
県
で
受
け
入

れ
る
。介
護
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
有
料
老
人
ホ
ー

ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
の
都
内
入

居
は
68
％
で
、周
辺
3
県
へ
分
散
し
て
い
る（
特

養
ホ
ー
ム
は
各
地
域
と
も
地
元
の
施
設
入
所

90
％
超
）。

　

こ
の
ま
ま
で
は
、ま
ず
周
辺
3
県
で
医
療
不

足
が
生
じ
、全
域
で
介
護
施
設
等
の
不
足
が
深

先

“東京砂漠”脱出の
勧めとは
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医療･介護の受け入れ能力のある地方

北九州（福岡県）

室蘭・函館・旭川・帯広・釧路（北海道）、青森・弘前（青森県）、秋田（秋田県）、
山形（山形県）、上越（新潟県）、富山・高岡（富山県）、福井（福井県）、福知山
（京都府）、和歌山（和歌山県）、岡山（岡山県）、鳥取・米子（鳥取県）、松江（島
根県）、宇部（山口県）、高松・坂出･三豊（香川県）、徳島（徳島県）、新居浜・松
山（愛媛県）、高知（高知県）、大牟田（福岡県）、鳥栖（佐賀県）、別府（大分県）、
八代（熊本県）、宮古島（沖縄県）

北見（北海道）、盛岡（岩手県）、金沢（石川県）、山口・下関（山口県）、熊本（熊
本県）、長崎（長崎県）、鹿児島（鹿児島県）

大 都 市 型

地方都市型

準 地 域

2次医療圏の主な都市　全国 41圏域

同会議書資料を簡略化・注記省略

刻
化
す
る
、と
強
調
し
た
。し
か
も
、東
京
圏
で

は
用
地
と
介
護
職
ら
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
難
で

大
幅
な
施
設
拡
充
は
難
し
い
。

　

こ
の
た
め
同
会
議
は
、様
ざ
ま
な
対
策
を
提

案
し
た
。①
縦
割
り
の
医
療
・
介
護
の
資
格
融

合
化
で「
マ
ル
チ
タ
ス
ク
型
」へ
②
I
C
T
や

ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
③
外
国
人
介
護
人
材
の
受

け
入
れ
④
高
齢
者
が
医
療
・
介
護
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
や
す
い
集
住
化
⑤「
空
き
家
」の
整

地
統
合
に
よ
る
医
療
・
介
護
の
拠
点
作
り
⑥「
東

京
圏
高
齢
者
ケ
ア
・
す
ま
い
総
合
プ
ラ
ン
」（
仮

称
）の
策
定
な
ど
だ
。

　

し
か
し
、い
ず
れ
も
新
味
に
欠
け
る
。マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
、東
京
圏
か
ら
の
移
住
の

勧
め
と
そ
の
候
補
地
を
挙
げ
た「
医
療
介
護
体

制
が
整
っ
て
い
る
地
方
は
ど
こ
か
」（
補
論
等
）

に
集
中
し
た
。

　

高
橋
泰
・
国
際
医
療
福
祉
大
学
学
院
教
授
に

よ
る
分
析
で
、全
国
3
4
4
の
2
次
医
療
圏

ご
と
に
急
性
期
医
療
の
提
供
能
力
を
算
出
し

た（
1
病
床
当
た
り
の
全
身
麻
酔
件
数
を
基
に

急
性
期
病
院
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
か
ど
う

か
、を
点
数
化
し
た
独
自
の
手
法
）。ま
た
、75

歳
以
上
に
対
す
る
介
護
施
設
定
員
の
全
国
平

均
を
基
準
に
各
地
の
受
け
入
れ
能
力
を
割
り

出
し
た（
施
設
は
特
養
ホ
ー
ム
、有
料
老
人
ホ
ー

ム
、老
人
保
健
施
設
に
加
え
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅
も
含
む
）。

在
宅
医
療
･
介
護
の
欠
落

　

こ
の
独
自
の
推
計
か
ら
医
療
・
介
護
の
両
面

で
受
け
入
れ
能
力
が
あ
る
全
国
41
圏
域
を
挙

げ
た（
２
次
医
療
圏
ご
と
の
主
要
な
都
市
名
で

表
示
）。

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経

て
、目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。「
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
振
興
会
」理
事
長
。厚
生
労
働
省「
社
会
保
障
審
議
会
」委
員
、財
務
省「
財

政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン
」会

長
も
務
め
る
。

　

大
都
市
型
で
は
北
九
州
だ
け
だ
が
、地
方
都

市
型
で
は
北
海
道
の
函
館
や
室
蘭
、高
知
、大

分
県
別
府
、福
岡
県
大
牟
田
は
医
療
・
介
護
と

も「
余
力
が
あ
る
」（
表
参
照
）。

　

逆
に
、「
余
力
が
非
常
に
少
な
い
」の
は
愛
知

県
の
刈
谷
や
岡
崎
、北
海
道
根
室
、山
梨
県
富

士
吉
田
な
ど
、と
い
う
。

　

過
密
都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
は
、個
々
人

に
も
社
会
的
に
も
有
力
な
選
択
肢
に
違
い
な

い
。医
療
や
介
護
の
受
け
入
れ
能
力
は
大
事
で
、

そ
の
判
断
材
料
を
提
供
す
る
試
み
は
意
義
が

あ
る
。た
だ
し
、移
住
の
条
件
は
住
環
境
、自
然

環
境
、雇
用
の
場
、地
域
の
人
間
関
係
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
。

　

も
と
も
と
病
院
や
介
護
施
設
だ
け
で「
余
力
」

の
有
無
や
強
弱
は
判
断
で
き
な
い
。定
量
化
は

難
し
い
も
の
の
、在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
の
普

及
・
充
実
が
晩
年
の
暮
ら
し
を
左
右
す
る
。地

域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構
築
は
、そ
の
試
み
だ
。

　

今
回
の
提
案
は「
施
設
建
設
の
勧
め
」と
誤

読
・
誤
解
さ
れ
な
い
か
、心
配
に
な
る
。
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